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目的　被服材料のDT Aによる単繊維の定性的鑑別は可能であるが、混紡繊維の鑑別は

まだ､確立していない。混紡繊維の熱特性である発熱・吸熟変位点をサーモグラフから求め

、その特性から２種混合の定性的鑑別の可能性を実験的に検討した。また. T･Ｇ曲線より

重量減少量を求め混紡率の判別の可能性を検討した。

方法　試料には単繊維　綿、羊毛、レーヨン、アセテート、ナイロン、ポリエステル、ア

クリルの７種類を微細に裁断し、混用割合は７：3 、5：５、３：７として実験に供した。

実験装置は理学電気株式会社製のTG －D T A示差熱天秤を用いた。

実験は試料約1 0 mg採取し、昇温速度2 O'C／iii n 、レンジ1 0 0 μV、アリセト温度

5 0 0°Cの条件で、雰囲気はair中で行った。

結果　２種混用の繊維はＤＴＡサーモグラフの２ ０o°c～3 0 o℃間の発熱■吸熱変位点

をパターン化して、比較することにより定性的な鑑別ができる。混紡率もＴＧ曲線Iの減少

量をグラフから読取ることにより可能性が示唆された。

Ｉ Da-4 官能検査によるテルペノイドの評価とその吸着性

　　　　　　　　　聖徳栄養短大　○牛腸ヒロミ　佐藤美雪

　【目的】我々は前報1’でテルペノイドの羊毛への吸着性をインバースガスク･ロマト法に

よって測定し、その保持容量がテルペノイドの末端官能基の影響を受けることを示唆した。
本報告では、このテルペノイドを官能検査によって評価し、吸着量との相関を検討した。
　皿●　●皿　　－’■==　【方法】　官能検査は、20代の女性９人を被験者とし、1 0種のテルペノイドを用いて

行った。におい物質は内径3 0mm高さ８０ｍｍの容器に入れ、自由に吸入させた。宮崎
－　　　　　　I-　　　・らの2 1の香りの形容語対を用い、SD評価法により、７段階尺度で判定した ７段階尺
　ｔ－　、●･‾Ｔ'ｙ:"'：プ:゛‘:':'ﾆ'″:゛:¨:゛゛'｀':‘'a |||uuiみt●－八万V ヽ万　1 f-χΓ目/ゝc＝八.T'jμこ｡リ|八二o I f又日/χ
度に１点から７点を与えて数値化し、その平均値を用い、因子分析(主因子法、バリマッ

クス回転）により基本因子を抽出した。　吸着実験は、インバースガスクロマトグラフ法
で行った。固定相として羊毛糸を、プローブとしてテルペノイドを用いて、その吸着性を
測定した。

【結果】　不快感（因子寄与率6 5.4％）Ikはじめ、４つの因子が抽出された
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の累積寄与率は総合で84. 1%であった。不快感は樹脂及びパイン様香気のa －ピネン

や甘いバルサム様の香りのミルセンの吸入によって強く感じられ、同じテルペン炭化水素

であってもオレンジ様香気のリ七ネンでは逆に、さわやか砲感じられている。

　吸着性はクロマトグラムの保持容量とピークの形等で検討し、ペリラアルデヒドやシト

ロネ□―ルなどは、羊毛と親和性があり、ミルセンやリモネンなどは親和性がないことが
推測された。
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